
Title 逆境のメシア : ジョルジョ・アガンベンの政治神学的基礎
Sub Title The messiah in adversity : on the political theological ground of

Giorgio Agamben
Author 長島, 皓平(Nagashima, Kohei)

Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会
Publication

year
2017

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.113, (2017. 6) ,p.273- 305 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20170615-0273

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


逆境のメシア

273

一
　
序
　
論

二 

　
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
終
末
論
的
政
治
神
学

―
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
・
カ
テ
コ
ー
ン
・
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス

―

三
　
パ
ウ
ロ
を
読
む
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
読
む
タ
ウ
ベ
ス

四 

　
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
政
治
的
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム

五
　
結
　
論

 

長

島

皓

平

逆
境
の
メ
シ
ア

―
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
神
学
的
基
礎

―



法学政治学論究　第113号（2017.6）

274

一
　
序
　
論

　
本
論
の
主
題
と
な
る
の
は
、
一
九
四
二
年
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
の
哲
学
者
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
で
あ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
美

学
を
自
身
の
思
索
の
出
発
点
と
し
な
が
ら
言
語
論
や
歴
史
哲
学
、
そ
し
て
近
年
で
は
政
治
哲
学
と
い
っ
た
多
様
な
領
域
に
お
い
て
執
筆
を

続
け
て
き
た
。
特
に
、
一
九
九
五
年
に
発
表
さ
れ
た
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
　
主
権
権
力
と
剝
き
出
し
の
生
』
と
そ
の
後
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
シ

リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
著
作
群
の
公
刊
に
よ
っ
て
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
る
ホ

モ
・
サ
ケ
ル
シ
リ
ー
ズ
は
二
〇
一
五
年
に
お
け
る
『
ス
タ
シ
ス
』
の
公
刊
を
も
っ
て
完
結
し
、
二
〇
一
六
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
ホ
モ
・
サ

ケ
ル
シ
リ
ー
ズ
を
収
録
し
た
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
完
全（
1
）版』
が
公
刊
さ
れ
た
。
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
シ
リ
ー
ズ
完
結
後
も
、
領
域
横
断
的
な
思
索

を
重
ね
精
力
的
に
発
表
を
続
け
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
、
と
く
に
政
治
的
側
面
に
関
す
る
研
究

の
素
地
が
あ
る
程
度
整
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
以
下
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
と
す
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
哲
学
的
試
み
を
ホ
モ
・
サ

ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
総
称
す
る
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
は
多
く
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の
批
判
の
な
か
で
も
、
本
論
が
出
発
点

と
す
る
の
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
二
人
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
」
と
い
う
問
題
で
あ（
2
）る。

ネ
グ
リ
に
よ
れ
ば
、
ア
ガ

ン
ベ
ン
の
思
想
に
は
架
橋
し
難
い
断
絶
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
生
政
治
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
主
権
理
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
で
、
西
洋
政
治
の
根
源
的
な
基
礎
構
造
を
叙
述
す
る
一
方
で
、『
到
来
す
る
共
同
体
』
に
お
い

て
開
陳
さ
れ
た
「
所
属
そ
れ
自
体
以
外
に
、
あ
ら
ゆ
る
同
一
性
や
所
属
の
条
件
を
有
し
な
い
特
異（
3
）性」
と
い
う
理
念
を
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
シ

リ
ー
ズ
の
各
所
に
お
い
て
繰
り
返
し
登
場
さ
せ
て
い
る
。
ネ
グ
リ
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
議
論
が
孕
む
乖
離
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
。
実
の

と
こ
ろ
、
多
く
の
論
者
が
同
様
の
問
題
を
指
摘
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
乖
離
を
内
在
さ
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せ
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
他
な
ら
な
い
と
い（
4
）う。
社
会
的
な
不
和
を
政
治
的
可
能
性
の
端
緒
と
す
る
ラ

デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
唱
導
す
る
ラ
ク
ラ
ウ
に
と
っ
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
理
論
は
政
治
的
な
も
の
を
特
異
な
主
権
理
論
へ
と
還
元

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
治
の
可
能
性
そ
の
も
の
を
消
尽
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
論
的
射
程
を
捉
え
損
な
っ
て
い
る
。
本
論
の
目
的
は
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
政
治
神
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
批
判
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ホ
モ
・
サ
ケ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
側
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
研
究
へ
の
一
寄
与
を
果
た
す
こ
と
に
あ
る
。
結
論
か
ら

先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
時
期
に
よ
る
多
少
の
理
論
的
変
遷
を
経
つ
つ
も
、
特
異
な
信
仰
に
基
づ
き
世
俗
的
権
力
を
絶
対
化
す
る
政
治
神
学

を
展
開
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
対
し
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
理
論
を
生
政
治
と
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
根
源
化
し
、
鋭
い
時

代
診
断
へ
と
結
実
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
展
開
し
た
問
題
系
に
対
す
る
対
抗
戦
略
を
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
に
依
拠
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ま
た
別
の
政
治
神
学
へ
と

依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
本
論
の
示
す
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

　
冷
戦
が
終
結
し
、
リ
ベ
ラ
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
勝
利
を
確
信
し
、「
歴
史
の
終
わ
り
」
を
喧
伝
す
る
不
気
味
な
雄
叫
び
が
二
〇
世
紀
末

に
響
き
渡
っ（
5
）た。

し
か
し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
と
見
紛
う
よ
う
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
テ
ロ
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
こ
と

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
代
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
政
治
理
論
に
お
い
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
政
治
と
宗
教
と
い
う
テ
ー
マ
に
再
び
焦
点

が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。「
宗
教
的
な
も
の
」
の
回（
6
）帰や

ポ
ス
ト
世
俗
化
社（
7
）会と

い
う
問
題
設
定
と
し
て
既
に
多
く
の
思

想
家
が
、
こ
の
主
題
に
即
し
て
各
々
の
思
索
を
展
開
し
て
い
る
が
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
政
治
と
宗
教
と

い
う
テ
ー
マ
へ
の
根
源
的
な
取
り
組
み
に
他
な
ら
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
同
様
の
問
題
設
定
に
取
り
組
ん
だ
ア
ガ
ン
ベ
ン

に
お
い
て
国
家
あ
る
い
は
権
力
に
内
在
し
て
い
る
神
学
性
が
明
る
み
に
出
る
の
で
あ
る
。

　
本
論
で
は
、
二
章
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
る
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
の
骨
子
を
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そ
の
変
遷
を
含
め
て
再
構
成
し
、
三
章
に
お
い
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
橋
渡
し
と
し
て
ヤ
ー
コ
プ
・
タ
ウ
ベ
ス
に
よ
る
政
治
神

学
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
四
章
に
お
い
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
批
判
的
に
総
括
す
る
。

二 

　
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
終
末
論
的
政
治
神
学

　
　

―
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
・
カ
テ
コ
ー
ン
・
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス

―

　
本
章
で
は
、
本
論
の
目
的
に
即
す
限
り
で
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
の
内
実
を
再
構
成
す
る
。
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
出
発
点
で
あ
る
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
理
論
に
お
い
て
、
一
体
何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
何
故
、
こ
こ

に
お
い
て
政
治
と
神
学
が
交
錯
す
る
の
か
、
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
八
八
八
年
に
ド
イ
ツ
南
西
部
に
位
置
す
る
ザ
ウ
ア
ー
ラ
ン
ト
の
プ
レ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家

庭
に
生
ま
れ
一
九
八
五
年
に
同
地
で
没
し
た
。
現
代
に
お
い
て
も
い
ま
だ
な
お
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
こ
の
国
法
学
者
は
、
一

九
三
三
年
以
降
国
家
社
会
主
義
へ
積
極
的
に
関
与
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
ナ
チ
ス
の
桂
冠
法
学
者
と
い
う
誹
り
を
免
れ
得
な
か
っ
た
。
一

九
三
五
年
に
お
い
て
は
、
著
名
な
哲
学
史
家
で
あ
り
後
に
ナ
チ
ス
を
逃
れ
日
本
へ
と
亡
命
を
す
る
こ
と
に
も
な
る
カ
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ

ト
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
機
会
原
因
論
的
決
定
主
義
者
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
の
度
ご
と
の
偶
然
的
な
政
治
状
況
に
お
け
る
恣
意
的
な

決
断
を
正
統
性
の
源
泉
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
座
の
権
力
に
諂
う
曲
学
阿
世
の
徒
で
あ
る
と
糾
弾
さ
れ（
8
）た。
と
り
わ
け
シ
ュ
ミ
ッ
ト
研

究
の
初
期
に
あ
っ
て
は
、
桂
冠
法
学
者
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
的
混
乱
を
指
摘
す
る
研
究
は
枚
挙
に
遑
が
な
か
っ（
9
）た。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
で
は
時
期
に
よ
る
明
確
な
変
遷
を
経
て
い
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
の
導
き
の
糸
と
し
て
、
彼
の
宗
教
的
側
面
に
光

を
あ
て
る
。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
メ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
示
唆
を
借
り
受
け
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
は
「
作
品
に
表
立
っ
て
現
れ
る

こ
と
の
な
い
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
」
か
ら
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
）
10
（

る
。
そ
れ
は
い
か
な
る
宗
教
性
で
あ
る
の
か
。
結
論
を
先
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取
り
す
る
な
ら
ば
、「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
に
現
れ
る
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
と
、
パ
ウ
ロ
の
、
あ
る
い
は
パ
ウ
ロ
の
名
を
語
る
も
の
に

よ
る
と
さ
れ
て
い
る
「
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
」
に
お
い
て
登
場
す
る
そ
の
到
来
を
抑
え
る
も
の
、
す
な
わ
ち
カ
テ
コ
ー
ン
と

い
う
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
け
る
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
自
身
の
神
学
的
思
索
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
手
が
か
り
は
最
初
期
の
一
九
一
六
年
に
発
表

さ
れ
た
『
テ
オ
ド
ー
ル
・
ド
イ
ブ
ラ
ー
の
北
極
光
』（
以
下
、『
北
極
光
論
』
と
略
記
）
に
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「『
北
極
光
論
』
を
読
ま

な
い
者
は
誰
も
私
に
つ
い
て
語
る
資
格
が
な
い
」
と
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
に
告
げ
）
11
（
た
の
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
後
の
著
作
群

に
お
い
て
は
冷
静
か
つ
分
析
的
な
洞
察
を
特
徴
と
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
激
情
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
の

が
こ
の
『
北
極
光
論
』
な
の
で
あ
る
。

　『
北
極
光
』
自
体
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
友
人
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ア
イ
ズ
ラ
ー
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
生
ま
れ
の
詩
人
、
テ

オ
ド
ー
ル
・
ド
イ
ブ
ラ
ー
の
手
に
よ
る
三
万
行
を
超
え
る
壮
大
な
叙
事
詩
で
あ
る
。
ド
イ
ブ
ラ
ー
の
『
北
極
光
』
は
、
世
界
の
成
り
立
ち

か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
太
陽
神
信
仰
ま
で
多
様
な
テ
ー
マ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
形
而
上
学
的
な
試
み
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
読
解

は
本
稿
の
目
的
か
ら
は
逸
れ
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
ド
イ
ブ
ラ
ー
の
詩
作
か
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
い
か
な
る

思
索
を
展
開
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　『
北
極
光
』
は
西
洋
そ
の
も
の
の
詩
作
で
あ
る
。（
…
…
）
こ
の
詩
作
は
、
西
洋
世
界
が
引
き
裂
か
れ
る
時
に
、
世
に
生
ま
れ
、
物
質
的
か
つ
形
而
上

学
的
な
荒
廃
が
可
能
に
な
っ
た
時
代
に
生
ま
れ
）
12
（
た
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
の
根
底
に
は
、
一
九
世
紀
に
端
を
発
す
る
自
由
主
義
に
代
表
さ
れ
る
世
界
像
、
す
な
わ
ち
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
が
「
脱
魔
術
化
さ
れ
た
」
と
表
現
し
た
近
代
へ
の
失
望
が
あ
っ
）
13
（

た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
う
続
け
る
。
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こ
の
時
代
は
資
本
主
義
的
、
機
械
的
、
相
対
的
で
あ
り
、
交
通
の
、
技
術
の
、
組
織
化
の
時
代
で
あ
る
の
だ
。（
…
…
）
人
間
は
、〝
全
て
を
知
っ
て
い

る
が
何
も
信
じ
る
こ
と
の
な
い
〞
悪
魔
へ
と
変
容
し
て
し
ま
っ
）
14
（

た
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
の
出
発
点
を
な
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
時
代
診
断
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
的
な
機
械
論
的
世

界
像
を
特
徴
と
す
る
近
代
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
ほ
ど
の
憎
悪
を
も
っ
て
迎
え
た
の
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
近
代
的
世
界
像
は
神
学
の
伝
統
に
お
け
る
神
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
た
世
界
と
い
う
像
が
変
容
す
る
こ
と
な
し
に

は
あ
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
北
極
光
論
』
に
お
い
て
、
こ
の
形
而
上
学
的
述
懐
に
続
い
て
展
開
さ
れ
る
の
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
神

学
思
想
の
核
と
な
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
の
だ
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
の
神
学
的
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
彼
の
法-

政
治
理
論
を
概

観
し
て
お
く
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
本
論
の
目
的
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
政
治
学
で
も
神
学
で
も
な
く
、
そ
の
両
極
が
交
錯
す
る
彼

の
政
治
神
学
を
同
定
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
理
論
の
要
諦
で
あ
る
「
主
権
者
と
は
例
外
状
態
に
関
し
て
決
定
を
下
す
も
の
で
あ
）
15
（

る
」
と
い
う
広
く
人
口
に
膾
炙

し
た
テ
ー
ゼ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
初
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
は
主
権
者
、
特
に
国
民
国
家
の
枠
組
み
に
お
け
る
主
権
者
が
非
凡
な

意
味
で
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
『
法
と
判
決
』
に
お
い
て
「
い
つ
司
法
的
決
断
は
正

し
い
と
い
え
る
の
）
16
（

か
」
と
い
う
問
い
へ
取
り
組
む
。
こ
れ
は
、
当
時
思
想
界
に
お
い
て
大
き
な
潮
流
を
な
し
て
い
た
新
カ
ン
ト
主
義
的
な

命
題
、
す
な
わ
ち
事
実
と
規
範
の
二
項
対
立
と
い
う
問
い
に
他
な
ら
な
）
17
（
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
単
な
る
事
実
か

ら
規
範
は
導
か
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
極
を
架
橋
す
る
こ
と
と
な
る
「
法
実
践
」
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
「
法
実
践
」
の
正

し
さ
の
判
断
基
準
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
す
で
に
後
の
例
外
主
義
へ
と
結
実
し
て
い
く
よ
う
な
規
範
と
事
実
か
ら
の

決
断
（
法
実
践
）
の
独
立
性
な
の
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
、『
北
極
光
論
』
と
同
時
期
に
発
表
さ
れ
一
九
一
六
年
に
は
教
授
資
格
論
文
と
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し
て
認
定
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
味
』
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
法Recht

が
権
力

M
acht

、
す
な
わ
ち
単
な
る
事
実
へ
と
化
す
な
ら
ば
、
法
は
事
実
性
に
関
す
る
い
か
な
る
立
場
に
も
立
脚
す
る
こ
と
が
で
き
な
）
18
（

い
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
『
北
極
光
論
』
に
お
け
る
時
代
診
断
を
前
提
に
『
法
と
判
決
』
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
法
学

的
関
心
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
に
他
な
ら
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
、
彼
の
法
理
論
が
国
家
主
義
的
で
あ

る
と
い
う
批
判
は
、
こ
の
時
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
関
し
て
は
正
し
い
。
何
故
な
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
同
書
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
か
ら
だ
。

個
人
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
う
る
あ
ら
ゆ
る
価
値
観
は
、
適
法
性
の
超
個
人
的
な
リ
ズ
ム
へ
の
没
入
に
存
す
る
。
諸
国
家
の
世
界
に
お
い
て
こ
の
あ
ら
ゆ

る
価
値
の
現
象
の
根
本
原
則
が
最
も
明
晰
な
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
…
…
）
国
家
が
あ
ら
ゆ
る
人
間
か
ら
構
築
を
す
る
の
で
あ
る
。

（
…
…
）
国
家
が
個
人
を
捉
え
、
国
家
の
リ
ズ
ム
へ
と
差
し
込
む
の
）
19
（
だ
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
時
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
展
開
す
る
自
由
主
義
的
世
界
像
の
展
開
に
対
し
、
単
な
る
権
力
へ
と
回
収

し
つ
く
さ
れ
得
な
い
法
の
自
体
性
を
確
定
す
る
審
級
と
し
て
国
家
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
に
お
い
て
、
国
家
と
い
う
審
級
が
常
に
絶
対
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
の
一
九
三
四
年
に

発
表
さ
れ
た
『
法
学
的
思
惟
の
三
種
類
』
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
法
思
想
の
三
類
型
と
し
て
「
規
範
、
決
断
、
具
体
的
秩
）
20
（
序
」
を
挙

げ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
は
す
で
に
規
範
と
事
実
の
架
橋
を
担
う
「
法
実
践
」
と
そ
の
決
断
的
性
格
と
い
う
枠
組
み
か
ら
前
進
し
、
具
体

的
秩
序
と
い
う
契
機
が
前
傾
化
し
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
一
九
三
八
年
に
著
し
た
『
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
国
家
学
に

お
け
る
レ
ヴ
ィ
ア
タ
ン
』
に
よ
る
と
、
一
六
世
紀
に
展
開
し
た
国
民
国
家
構
想
は
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
は
も
は
や
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
秩
序
と
し
て
棄
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
個
人
を
包
摂
す
る
審
級
と
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
リ
ヴ
ァ
イ
ア
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サ
ン
が
本
来
的
に
有
し
て
い
た
法
人
格
の
ア
ウ
ラ
が
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
消
失
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ

ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
は
死
し
て
も
国
家
は
生
き
残
っ
た
。
そ
の
国
家
は
上
述
の
自
由
主
義
的
世
界
像
に
適
合
し
た
技
術
性
優
位
で
、
単
な
る
法

実
証
主
義
的
な
「
法
治
国
家
」
へ
と
堕
落
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
う
。「
国
家
は
実
証
主
義
的
法
体
系
へ
様
変
わ
り
し
た
。

人
間
で
あ
る
立
法
者
か
ら
機
械
の
立
法
者
が
生
じ
る
の
）
21
（
だ
」、
と
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
法
治
国
家
」
へ
と
堕
落
し
た
国
民
国

家
を
是
認
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
具
体
的
秩
序
と
い
う
契
機
の
内
実
は
、
主
権
国
家
か
ら
「
広
域
秩
序

構
想
」
へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
）
22
（
る
。

　
そ
れ
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
そ
の
度
ご
と
に
任
意
の
政
治
的
審
級
を
選
び
出
し
、
正
当
化
す
る
御
用
学
者
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
的
核
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
上
述
の
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
の
例
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
機
会
主
義
的

性
質
を
糾
弾
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
政
治
構
想
を
常
に
神
学
と
の
関
係
に
お
い
て
読
み
解
く
と
い

う
の
が
本
論
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
我
々
は
『
北
極
光
論
』
へ
と
立
ち
戻
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
い
か
な
る
政
治
神
学
を
描
い
て
い
る
の
か

と
い
う
当
初
の
目
的
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
『
北
極
光
論
』
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
現
代
を
覆
う
機
械
的
世
界
像
へ
牙
を
剝
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
、
終
末
論
的
歴
史
像
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
西
洋
の
本
質
は
、
罪
に
ま
み
れ
た
自
然
と
神
の
恩
寵
に
よ
る
救
済
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
）
23
（
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
神
の
創
造
に
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
世
界
が
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
に
よ
っ
て
歴
史
の
終
わ
り
を
迎
え
る
と
い
う
正
統
的
な
教
義
を

信
奉
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
こ
に
お
い
て
「
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
」
に
登
場
す
る
謎
め
い
た
形
象
で
あ
る
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
を
導
入
す
る
。

逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
悪
の
権
力
へ
の
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
ほ
ど
の
不
安
か
ら
生
ま
れ
た
ひ
と
つ
の
形
象
が
、
す
で
に
成
就
し
た
予
言
の
よ
う
に
浮

か
び
上
が
る
。
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
だ
。（
…
…
）
何
故
、
彼
が
テ
ィ
ム
ー
ル
・
レ
ン
ク
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
僭
主
以
上
に
恐
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
が
キ
リ
ス
ト
を
模
倣
す
る
術
を
心
得
て
お
り
、
あ
ま
り
に
自
ら
を
キ
リ
ス
ト
に
似
せ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て

の
人
間
か
ら
魂
を
だ
ま
し
取
る
か
ら
で
あ
）
24
（
る
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
時
代
診
断
は
こ
こ
に
お
い
て
神
学
的
意
味
を
獲
得
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
自
由
主
義
的
世
界
像
に
お
い
て
は
、

キ
リ
ス
ト
と
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
の
区
別
は
つ
か
な
く
な
り
、
神
の
恩
寵
に
よ
る
救
済
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
棄
却
さ
れ
て
し
ま
う
。
現
代

的
世
界
像
を
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点
か
ら
真
摯
に
精
査
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
こ
の
事
態
は
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
重
要
性
を
獲
得
す
る
概
念
が
カ
テ
コ
ー
ン
で
あ
る
。
カ
テ
コ
ー
ン
と
は
、『
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ

の
手
紙
　
二
）
25
（

』
に
登
場
す
る
不
法
の
者
（
伝
統
的
に
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
）
の
出
現
を
抑
え
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
実
の
と
こ
ろ
、「
今
、
彼
（
不
法
の
者
）
を
抑
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
な
た
方
も
知
っ
て
い
る
と
お
り
で
）
26
（
す
」
と
パ
ウ
ロ

は
述
べ
て
い
る
が
、
カ
テ
コ
ー
ン
が
何
で
あ
る
の
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
黙
示
文
学
の
代
表
で
あ
る
『
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示

録
』
や
さ
ら
に
遡
っ
て
『
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
』
や
『
ダ
ニ
エ
ル
書
』
と
い
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
的
黙
示
録
の
伝
統
に
お
い
て
も
、
カ
テ
コ
ー
ン
や

カ
テ
コ
ー
ン
に
類
す
る
考
え
方
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
パ
ウ
ロ
は
こ
う
続
け
る
「
そ
れ
は
、
定
め
ら
れ
た
時
に
彼
（
キ
リ
ス

ト
）
が
現
れ
る
た
め
な
の
で
）
27
（
す
」。
カ
テ
コ
ー
ン
は
不
法
の
者
を
抑
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
キ
リ
ス
ト
が
到
来
す
る
の
で

あ
っ
て
、
カ
テ
コ
ー
ン
は
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
、
す
な
わ
ち
救
済
そ
の
も
の
を
抑
え
て
い
る
と
い

う
両
義
性
を
孕
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
カ
テ
コ
ー
ン
は
、
神
学
者
た
ち
を
困
惑
さ
せ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
は
「
わ
た
し
自
身
は
、
パ
ウ
ロ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
い
っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
よ
）
28
（
う
」
と
カ
テ

コ
ー
ン
理
解
の
困
難
を
告
白
し
た
上
で
、
こ
う
述
べ
る
。「
ほ
か
な
ら
ぬ
ロ
ー
マ
帝
国
に
関
連
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
は
不
適
切
で

は
な
）
29
（
い
」、
と
。
そ
の
他
に
も
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
ル
タ
ー
に
と
っ
て
カ
テ
コ
ー
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
あ
り
、
後
述
す
る
ペ
ー

タ
ー
ゾ
ン
に
と
っ
て
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
）
30
（

た
。
そ
れ
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
カ
テ
コ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
初
め
て
カ
テ
コ
ー
ン
概
念
が
用
い
ら
れ
る
の
は
一
九
三
二
年
の
私
的
な
著
述
に
お
い
て
で
あ
る
の
だ
が
、
一
九

四
二
年
の
『
陸
と
海
と
』
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
カ
テ
コ
ー
ン
の
概
念
を
結
晶
化
さ
せ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
具
体
的
な
カ
テ

コ
ー
ン
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
の
侵
略
を
抑
え
た
カ
ー
ル
大
帝
）
31
（
と
三
〇
年
戦
争
の
勃
発
を
数
十
年
に
わ
た
っ
て
抑
え
た
ル
ド
ル
フ
二
）
32
（
世
を
挙
げ

て
い
る
）
33
（
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
カ
テ
コ
ー
ン
概
念
の
内
実
を
展
開
さ
せ
る
の
は
一
九
五
〇
年
の
『
大
地
の
ノ
モ
ス
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
う
。

ロ
ー
マ
帝
国
の
連
続
性
が
有
す
る
歴
史
的
に
決
定
的
な
概
念
は
抑
え
る
も
の
、
カ
テ
コ
ー
ン
の
概
念
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
は
こ
こ
に
お
い
て
、
使
徒
パ
ウ

ロ
の
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
二
章
に
よ
る
な
ら
ば
、
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
の
登
場
と
現
在
の
時
間
の
終
わ
り
を
抑
え
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史

的
な
国
家
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
…
…
）
根
源
的
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
と
っ
て
、
カ
テ
コ
ー
ン
以
外
の
歴
史
イ
メ
ー
ジ
が
可
能
で
あ
る
と

は
、
私
は
信
じ
な
）
34
（
い
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
同
時
期
に
お
け
る
私
的
な
著
述
に
お
い
て
も
こ
う
述
べ
て
い
る
。

カ
テ
コ
ー
ン
へ
と
。
私
は
カ
テ
コ
ー
ン
を
信
じ
る
。
カ
テ
コ
ー
ン
は
私
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
と
し
て
歴
史
を
理
解
し
、
有
意
味
で
あ
る
と
す
る
唯
一
の

可
能
性
で
あ
る
の
だ
。
パ
ウ
ロ
の
教
義
は
も
は
や
あ
ら
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
的
存
在
ほ
ど
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
カ
テ
コ
ー
ン
に
つ
い
て
な
に
が

し
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
の
な
い
者
は
、
こ
の
一
節
を
解
釈
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。（
…
…
）
今
日
の
神
学
者
た
ち
は
も
は
や
カ
テ
コ
ー
ン
を

知
ら
ず
、
ま
た
根
本
的
に
知
ろ
う
と
も
欲
し
て
い
な
い
の
）
35
（

だ
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
が
、
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
的
終
末
論
と
カ
テ
コ
ー
ン
の
教
え
が
ど
れ
ほ
ど
に
深
く
自
身
を
規
定
し
て
い
る
の
か
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明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
に
お
い
て
カ
テ
コ
ー
ン
は
理
念
型
で
あ
り
、
個
別
的
に
何
ら
か
の
も
の
や
人
物
が
カ
テ
コ
ー
ン
と
な
り
え
て
も
、

そ
の
本
質
的
な
役
割
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
歴
史
表
象
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
神
学
的
、
形
而
上
学
的
な
世
界
像
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
法
―
政
治
理
論
に
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
い
わ
け
が
な

い
。
し
か
し
、
一
体
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
彼
の
政
治
理
論
へ
と
結
実
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ

た
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
教
会
論
を
見
て
お
く
こ
と
が
有
益
に
な
る
。
古
賀
敬
太
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
に
お

け
る
神
学
と
法
学
に
は
ス
コ
ラ
学
に
お
け
る
存
在
の
類
比
と
い
わ
れ
る
関
係
性
が
存
在
し
て
い
）
36
（
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
初
期

の
国
家
論
に
お
い
て
常
に
国
家
を
教
会
と
類
比
的
に
思
考
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。『
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
政
治
的
フ
ォ
ル
ム
』

に
お
い
て
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
も
は
や
終
末
論
を
信
じ
て
は
お
ら
ず
、
彼
ら
の
誰
も
最
後
の
審
判
を
期
待
し
て
い
な
い
、
と
断
言
す

る
の
は
全
く
の
誤
解
で
あ
）
37
（

る
」
と
自
身
の
議
論
の
終
末
論
的
前
提
を
確
認
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

教
会
の
社
会
学
的
秘
密
の
一
つ
は
、
教
会
が
法
的
形
式
へ
の
力
を
有
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
教
会
が
法
的
形
式
や
そ
の
他
様
々
な
形
式
へ
の
力

を
も
つ
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
代
表Repräsentation
へ
の
力
を
も
つ
か
ら
な
の
だ
。
教
会
は
人
類
国
家civitas hum

ana

を
代
表
し
、
あ
ら
ゆ
る

瞬
間
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
の
人
化
と
十
字
架
の
犠
牲
と
の
歴
史
の
結
合
を
表
現
し
、
人
格
的
に
キ
リ
ス
ト
自
身
を
、
つ
ま
り
歴
史
的
現
実
の
中
で
人

間
と
な
り
給
う
た
神
を
代
表
す
る
の
で
あ
る
。
経
済
的
思
考
の
時
代
に
対
す
る
教
会
の
優
越
性
は
、
こ
の
代
表
の
中
に
存
す
る
の
）
38
（
だ
。

　
キ
リ
ス
ト
を
代
表
す
る
こ
と
を
通
し
て
教
会
は
個
人
を
包
摂
す
る
の
で
あ
っ
）
39
（
て
、
こ
れ
は
『
国
家
の
価
値
と
個
人
の
意
味
』
に
お
い
て

国
家
が
個
人
を
包
摂
す
る
の
と
類
比
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
教
会
論
が
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
国
家
論
へ
と
転

化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
会
が
キ
リ
ス
ト
を
代
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
を
包
摂
す
る
の
と
同
様
に
、
国
家
は
法
を
代
表
す
る
こ

と
を
通
し
て
個
人
を
包
摂
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
―
教
会
―
個
人
と
法
―
国
家
―
個
人
と
い
う
二
つ
の
三
幅
対
が
彼
の
思
想



法学政治学論究　第113号（2017.6）

284

に
お
け
る
基
礎
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
他
な
ら
ぬ
代
表
の
理
念
こ
そ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
教
会
論
か
ら
国
家
論
へ
と
適
用
し
た
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
論
は
実
の
と
こ
ろ
教
会
論
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
よ
り
肝
要
な
の
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治

神
学
』
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
テ
ー
ゼ
が
、
こ
の
意
味
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　「
近
代
国
家
理
論
の
重
要
概
念
は
す
べ
て
世
俗
化
さ
れ
た
神
学
概
念
で
あ
）
40
（
る
」
と
述
べ
る
と
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
自
身
の
政
治
神
学
構

想
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
に
お
い
て
は
法
学
が
徹
頭
徹
尾
神
学
と
の
類
比
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
神
の

奇
跡
に
よ
っ
て
自
然
法
則
が
停
止
す
る
の
と
類
比
的
に
、
主
権
者
は
例
外
状
態
の
布
告
に
依
っ
て
法
秩
序
を
停
止
す
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
救
済
の
棄
却
さ
れ
た
自
由
主
義
的
な
終
末
論
的
世
界
像
に
あ
っ
て
は
神
＝
教
会
と
類
比
的
な
主
権
者
＝
国
家
が
前
景

化
し
、
秩
序
の
確
立
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
る
「
友
と
敵
」
の

区
別
も
こ
の
布
置
連
関
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的
な
も
の
は
自
己
に
固
有
の
標
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
「
道
徳
の
領
域
に
お
け
る
善
悪
、
審
美
に
あ
っ
て
は
美
醜
で
あ
り
、
経
済
に
あ
っ
て
は
有
用
と
有
害
、
も
し
く
は
た
と

え
ば
収
益
的
と
不
可
収
益
的
で
あ
）
41
（

る
」
よ
う
に
、
政
治
に
お
い
て
は
友
敵
の
区
別
が
あ
る
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
述
べ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ

れ
ば
、「
政
治
的
統
一
体
は
、
そ
の
本
質
上
、
全
人
類
と
全
地
上
を
包
括
す
る
統
一
体
と
い
う
意
味
で
の
普
遍
的
で
は
あ
り
）
42
（
え
」
ず
、「
戦

争
が
人
類
の
名
で
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、（
…
…
）
特
定
国
家
が
そ
の
戦
争
の
相
手
国
に
対
し
て
人
類
と
自
国
と
を
同
一
視
す
る
た

め
に
普
遍
的
概
念
を
僭
称
し
よ
う
と
努
め
る
戦
）
43
（
争
」
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
実
際
的
に
は
、「〈
人
類
〉
と
い
う
名
の
使
用
は
（
…
…
）

敵
に
対
し
て
人
間
と
し
て
の
資
格
を
拒
み
、
敵
を
法
外
者
、
人
類
外
者
と
宣
言
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
戦
争
を
極
度
に
非
人
間
的
な
も
の

に
）
44
（

」
す
る
と
い
う
恐
る
べ
き
要
求
に
転
化
す
る
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
喝
破
し
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
具
体
的
秩
序
に
基
づ

い
た
友
敵
概
念
の
区
別
こ
そ
が
政
治
を
可
能
に
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
戦
争
は
非
人
間
的
な
殺
戮
へ
と
変
貌
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ

の
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』
に
お
い
て
は
、
実
際
的
に
も
理
念
的
に
も
具
体
的
秩
序
と
し
て
の
審
級
が
主
権
国
家
で
あ
る
か
そ
れ
以
外

の
も
の
で
あ
る
の
か
、
揺
れ
て
い
た
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
後
年
回
想
し
て
い
）
45
（
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
こ
の
具
体
的
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秩
序
は
広
域
秩
序
構
想
へ
と
移
行
す
る
。
上
述
の
彼
の
ホ
ッ
ブ
ズ
論
で
触
れ
た
よ
う
に
、
国
民
国
家
に
お
け
る
理
念
が
形
骸
化
し
て
い
く

時
代
状
況
に
あ
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
具
体
的
秩
序
と
し
て
の
国
民
国
家
を
も
は
や
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
紙
幅

の
制
約
上
そ
う
し
た
理
論
的
変
遷
を
追
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
肝
要
な
の
は
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
具
体
的
秩
序
構
想
が
終
末
論

的
歴
史
像
か
ら
帰
結
す
る
教
会
の
役
割
、
そ
し
て
後
に
お
い
て
は
終
末
論
的
歴
史
の
抑
止
者
カ
テ
コ
ー
ン
と
し
て
の
役
割
と
の
連
関
に
お

い
て
思
考
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
に
よ
る
自
己
理
解
を
手
が
か
り
と
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
構
想
を
ま
と
め
る
。
周
知
の
と
お
り
、

一
九
三
六
年
以
降
に
ナ
チ
ス
内
部
に
お
い
て
失
脚
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
第
三
帝
国
の
解
体
を
目
の
当
た
り
に

し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
終
戦
後
、
自
身
の
思
想
の
省
察
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
獄
中
記
』
に
お
い
て
、
哲
学
者
エ

ド
ゥ
ア
ル
ト
・
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
よ
っ
て
投
げ
か
け
ら
れ
た
「
お
前
は
何
者
だTu quis es?

」
と
い
う
実
存
的
な
問
い
に
対
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
の
本
質
は
あ
る
い
は
完
全
に
透
明
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
の
事
例
は
あ
る
偉
大
な
詩
人
が
見
い
だ
し
た
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
べ

き
も
の
で
す
。
即
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
の
、
悪
し
く
、
品
位
な
き
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
例
で
）
46
（
す
。

　
ま
た
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
同
書
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

何
故
、
私
の
心
が
ド
イ
ブ
ラ
ー
か
ら
徐
々
に
長
い
時
間
を
か
け
て
離
れ
て
い
っ
た
の
か
が
や
っ
と
わ
か
っ
た
（
…
…
）
た
だ
我
が
児
が
父
の
運
命
の
秘

密
を
知
ろ
う
と
し
て
、
我
が
生
涯
の
深
奥
の
核
心
に
あ
た
る
言
葉
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ド
イ
ブ
ラ
ー
詩
句
で
は
な
い
。
我
が
児
に
は
プ
ロ
メ
テ

ウ
ス
と
し
て
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
的
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
と
し
て
答
え
う
る
の
み
で
あ
）
47
（
る
。
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シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
あ
れ
程
ま
で
に
自
身
を
深
く
規
定
し
て
き
た
ド
イ
ブ
ラ
ー
か
ら
離
れ
、
自
身
を
形
容
す
る
と
こ
ろ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
エ

ピ
メ
テ
ウ
ス
と
は
、
一
体
何
で
あ
る
の
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
と
い
う
自
己
様
式
化
の
着
想
を
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
『
キ
リ
ス
ト
教
的
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
』
と
い
う
同
名
の
著
書
を
一
九
三
三
年
に
出
版
し
た
詩
人
で
あ
り
、
芸
術
批
評
家
で
あ
る
カ

ト
リ
ッ
ク
の
旧
友
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヴ
ァ
イ
ス
に
負
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
ス
は
同
時
代
の
政
治
的
出
来
事
の
う
ち
に
、
あ
る
救
済
史
的
な
次

元
を
見
て
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
と
は
一
体
何
か
。
大
竹
弘
二
の
解
説
に
よ
る
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
け
る
巨
人
族
の
一
人
で
あ
り
、
神
々
の
天
上
か
ら
火
を
盗
ん
で
人
類
に

与
え
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
弟
で
あ
り
、「
先
に
考
え
る
者
」
を
意
味
す
る
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
が
思
慮
深
く
、
未
来
を
見
通
す
賢
者
で
あ
る
の

に
対
し
、「
後
か
ら
考
え
る
者
」
を
意
味
す
る
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
は
向
こ
う
見
ず
な
愚
か
者
で
あ
る
と
い
う
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
い
て
、

エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
は
、
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
警
告
を
無
視
し
て
、
神
々
が
作
り
出
し
た
女
性
パ
ン
ド
ラ
を
妻
に
す
る
が
、
神
々
の
姦
計
に
よ
り

パ
ン
ド
ラ
が
持
参
し
た
災
い
の
箱
、「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
を
彼
女
が
開
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
上
に
災
厄
を
振
り
ま
く
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
は
常
に
盲
目
的
に
行
為
す
る
の
で
あ
）
48
（

る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
自
身
を
キ
リ
ス
ト
教
的
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
と
し
て
自
己
様

式
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
未
来
を
見
通
す
こ
と
の
な
い
盲
目
的
な
者
と
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
カ
テ
コ
ー
ン
を
み

た
こ
と
に
よ
る
ナ
チ
ス
へ
の
積
極
的
な
加
担
へ
の
悔
悟
で
は
な
く
、
結
局
は
ナ
チ
ス
が
カ
テ
コ
ー
ン
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
な
く
米
ソ
の

東
西
対
立
へ
と
展
開
す
る
歴
史
の
加
速
を
押
し
進
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
な
の
で
あ
）
49
（
る
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
徹
頭
徹
尾
カ
ト
リ
ッ
ク
的
終
末
論
に
由
来
す
る
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
と
カ
テ
コ
ー
ン
と
い
う
形
象
に
基
づ
い
た
神
学
に

よ
っ
て
政
治
を
構
想
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
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三
　
パ
ウ
ロ
を
読
む
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
読
む
タ
ウ
ベ
ス

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
伝
統
に
お
い
て
も
評
価
の
定
ま
ら
な
い
形
象
、
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
と
カ
テ
コ
ー
ン
に
焦
点
を
合
わ

せ
自
身
の
神
学
を
構
想
し
、
そ
の
神
学
を
前
提
と
し
て
政
治
を
構
築
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
構
想

と
の
連
関
に
お
い
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
察
す
る
前
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
「
政
治
神
学
が
不
可
避
で
あ

る
」
と
い
う
了
解
を
共
有
し
な
が
ら
、
互
い
を
「
生
死
の
懸
か
っ
た
論
）
50
（

敵
」
で
あ
る
と
認
識
し
合
っ
た
ヤ
ー
コ
プ
・
タ
ウ
ベ
ス
の
政
治
神

学
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹
に
あ
る
メ
シ
ア
ニ

ズ
ム
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
構
想
に
対
抗
し
つ
つ
、
自
身
の
政
治
神
学
を
思
索
し
た
タ
ウ
ベ
ス
の
パ
ウ
ロ
読
解
、
そ
し
て
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
の
読
解
に
少
な
か
ら
ず
依
拠
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
一
九
八
七
年
、
タ
ウ
ベ
ス
は
自
ら
の
死
の
わ
ず
か
数
週
間
前
に
、
四
回
に
わ
た
る
パ
ウ
ロ
講
義
を
行
な
っ
た
。
そ
の
講
義
を
基
に
し
、

死
後
出
版
さ
れ
た
の
が
、
書
く
こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た
と
い
う
タ
ウ
ベ
ス
の
数
少
な
い
著
作
の
一
つ
『
パ
ウ
ロ
の
政
治
神
学
』
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
パ
ウ
ロ
講
義
は
、
タ
ウ
ベ
ス
に
よ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
意
識
し
た
パ
ウ
ロ
の
対
抗
読
解
と
で
も
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
性

格
を
有
し
て
い
る
。
タ
ウ
ベ
ス
は
『
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
　
反
革
命
の
黙
示
録
信
者
』
と
い
う
論
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
黙
示
録
的
に
権
力
に
つ
い
て
思
考
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
か
ら
で
あ
る
。
私
は
下
か
ら
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

我
々
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
あ
の
猶
予
期
間
と
し
て
の
時
間
と
歴
史
と
い
う
経
験
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
根
源
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
歴
史
経
験

で
あ
る
の
）
51
（

だ
。
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我
々
が
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
は
黙
示
録
思
想
と
そ
れ
か
ら
帰
結
す
る
ア
ン
チ
キ
リ
ス
ト
や
カ
テ
コ
ー
ン

と
い
っ
た
神
学
的
理
念
が
世
俗
権
力
、
主
権
者
を
正
当
化
す
る
と
い
う
布
置
連
関
が
描
か
れ
て
い
た
。
タ
ウ
ベ
ス
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
キ

リ
ス
ト
教
的
歴
史
観
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
上
か
ら
考
え
る
の
に
対
し
、
タ
ウ
ベ
ス
は
下
か
ら
考
え
る
と
い
う
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ
の
意
義
を
確
認
す
る
前
に
、
ひ
と
つ
我
々
の
議
論
に
と
っ
て
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　
テ
オ
ド
ー
ル
・
ア
ド
ル
ノ
は
、
一
九
二
三
年
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
設
立
さ
れ
た
社
会
研
究
所
を
中
心
に
マ
ル
ク
ス
主
義
を
基
調
と
す

る
研
究
者
グ
ル
ー
プ
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
第
一
世
代
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、

自
身
の
教
授
資
格
論
文
を
取
り
下
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り
大
学
で
の
職
を
生
涯
得
る
こ
と
は
な
く
、
生
活
の
資
を
こ

の
社
会
研
究
所
か
ら
の
資
金
に
頼
っ
て
い
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ア
ド
ル
ノ
は
社
会
研
究
所
設
立
以
前
か
ら
の
旧
知
の
仲
で

あ
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
生
涯
を
通
じ
て
関
係
を
持
っ
た
人
物
の
一
人
が
ア
ド
ル
ノ
で
あ
っ
）
52
（

た
。
ナ
チ
ス

か
ら
逃
れ
る
途
上
で
自
死
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
著
作
集
や
書
簡
集
の
編
纂
に
ア
ド
ル
ノ
が
関
わ
っ
た
の
も
、
至
極
当
然
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
タ
ウ
ベ
ス
は
ア
ド
ル
ノ
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
施
し
た
細
工
を
告
発
す
る
。
タ
ウ
ベ
ス
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
前
後
と
い
う
危
機

の
時
代
に
あ
っ
て
、
左
翼
・
右
翼
の
区
別
が
溶
解
し
て
い
た
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
糾
弾
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
対
し
、
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
は
一
九
三
〇
年
一
二
月
の
時
点
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
賛
美
す
る
旨
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
ア
ド
ル
ノ
は
こ
の
手
紙
を
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
の
書
簡
集
か
ら
省
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
聖
人
へ
と
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
タ
ウ
ベ

ス
は
推
測
し
て
い
）
54
）（
53
（

る
。
さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
友
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
神
秘
学
者
ゲ
ル
シ
ョ
ム
・
シ
ョ
ー
レ
ム
に
よ
れ
ば
、

ア
ド
ル
ノ
が
編
纂
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
全
集
に
お
け
る
『
神
学
―
政
治
的
断
章
』
の
執
筆
時
期
も
不
正
確
で
あ
る
と
い
）
55
（
う
。
こ
の
点
を
タ
ウ

ベ
ス
は
講
義
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
）
56
（

る
。

　
何
故
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
重
要
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
タ
ウ
ベ
ス
が
下
か
ら
思
考
す
る
と
述
べ
る
時
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
索
を
踏
襲
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し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
危
機
の
時
代
に
あ
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
緊
密
な
思
想
的
布
置
連
関
に
あ
っ
た
と
い
う
事

実
は
、
タ
ウ
ベ
ス
に
よ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
対
抗
す
る
形
で
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
読
解
を
後
押
し
し
て
い
る
。
タ
ウ
ベ
ス
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

『
歴
史
哲
学
テ
ー
ゼ
』
に
お
け
る
第
八
テ
ー
ゼ
を
取
り
上
げ
）
57
（
る
。

抑
圧
さ
れ
た
者
た
ち
の
伝
統
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
例
外
状
態
が
実
は
通
常
の
状
態
な
の
だ
と
、
私
た
ち
に
教
え
て
い
る
。
こ
の
教
え
に
適
っ
た

歴
史
の
概
念
を
、
私
た
ち
は
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
手
に
し
た
と
き
に
こ
そ
、
私
た
ち
の
課
題
と
し
て
、
真
の
例
外
状
態
を
出
現
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
た
ち
の
念
頭
に
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
い
る
だ
ろ
う
（
…
）
58
（

…
）。

『
政
治
神
学
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
世
俗
化
さ
れ
た
神
学
概
念
で
あ
る
主
権
が
例
外
状
態
に
関
し
て
決
定
を
下
す
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
世
俗
の
秩
序
を
維
持
す
る
の
に
対
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
介
し
て
タ
ウ
ベ
ス
は
、
例
外
状
態
に
お
い
て
抑
圧
さ

れ
た
も
の
か
ら
政
治
神
学
を
構
想
す
る
の
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
タ
ウ
ベ
ス
は
先
に
触
れ
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
『
神
学-

政
治
的
断

章
』
を
講
義
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
。

メ
シ
ア
自
身
が
、
す
べ
て
の
歴
史
的
出
来
事
を
初
め
て
完
成
す
る
。
そ
れ
も
、
メ
シ
ア
的
な
も
の
へ
の
歴
史
的
出
来
事
の
関
係
を
メ
シ
ア
自
身
が
自
ら

初
め
て
救
済
し
、
完
成
し
、
生
み
出
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
的
な
も
の
が
メ
シ
ア
的
な
も
の
に
自
ら
関
係
す
る
こ
と
は

望
む
べ
く
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
神
の
国
は
、
歴
史
的
な
可
能
態
の
目
的
で
は
な
い
。
そ
れ
は
目
標
を
措
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
的
に
見
る
な

ら
ば
、
神
の
国
と
は
目
標
で
は
な
く
終
わ
り
で
あ
る
。
他
方
で
、
も
ち
ろ
ん
心
の

―
つ
ま
り
個
々
の
人
間
の
内
部
の

―
直
接
的
に
メ
シ
ア
的
な
集

中
状
態
は
、
苦
悩
と
い
う
意
味
で
の
不
幸
の
な
か
を
通
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。（
…
…
）
メ
シ
ア
的
な
自
然
の
リ
ズ
ム
が
、
幸
福
に
他
な
ら
な
い
。

（
…
…
）
こ
の
滅
び
の
定
め
を

―
自
然
と
い
う
人
間
の
段
階
の
た
め
に
も

―
追
求
す
る
こ
と
が
現
世
政
治
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
と
呼
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
）
59
（

い
。
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こ
こ
で
は
タ
ウ
ベ
ス
に
よ
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
読
解
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
パ
ウ
ロ
が
唱
導
す
る
メ
シ
ア
に
よ
る
救
済
の
理

念
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
政
治
神
学
と
い
う
問
題
系
の
中
で
展
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
端
的
に
い
っ
て
、
タ
ウ
ベ
ス
が

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
―
パ
ウ
ロ
を
通
し
て
描
く
政
治
神
学
の
核
心
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
は
対
照
的
に
、「
世
俗
的
な
権
力
と
精
神
的
な
権
力
と
を

分
離
す
る
こ
と
が
絶
対
に
必
）
60
（
要
」
だ
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
タ
ウ
ベ
ス
の
講
義
は
様
々
な
点
に
お
い
て
曖
昧
な
側
面
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
な
ら
ぬ
ア
ガ
ン
ベ
ン
こ
そ
が
、

タ
ウ
ベ
ス
の
議
論
を
受
容
し
展
開
さ
せ
る
の
だ
。
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
あ
る
い
は
そ
の
核
心
で
あ
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
メ
シ

ア
ニ
ズ
ム
の
前
史
は
、
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。

四
　
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

　
　
政
治
的
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム

　
本
論
の
出
発
点
は
、
ネ
グ
リ
に
よ
る
「
二
人
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
」
問
題
、
す
な
わ
ち
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
に
お
け
る
悲
観
的
な
時
代
診
断

と
楽
観
的
な
到
来
す
る
共
同
体
の
理
念
と
の
断
絶
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
そ
の

架
橋
を
試
み
て
い
る
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
が
、
ま
ず
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
を
示
す
こ

と
に
す
る
。
し
か
し
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
の
刊
行
以
来
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
ガ

ン
ベ
ン
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
近
年
急
速
に
研
究
の
蓄
積
が
進
ん
で
お
）
61
（

り
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
を
要
約
し
て
い
る
文
献
は
枚
挙
に
遑
が

な
い
。
そ
れ
故
、
以
下
の
ま
と
め
は
必
要
最
低
限
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。

　『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
』
に
お
い
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
に
よ
る
生
政
治
理
論
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
主
権
理
論
を
根

源
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
政
治
の
法
―
政
治
的
基
礎
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
、
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「
生
政
治
的
な
身
体
を
生
産
す
る
こ
と
は
主
権
権
力
の
本
来
の
権
）
62
（
能
」
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に

お
い
て
、
通
例
一
語
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
人
間
の
生
と
い
う
も
の
が
ビ
オ
ス
と
ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
二
つ
の
語
に
分
節
化
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
注
目
す
る
。
ビ
オ
ス
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
や
集
団
に
特
有
の
生
き
る
形
式
、
生
き
か
）
63
（
た
」
を
指
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ゾ
ー
エ
ー

は
「
生
き
て
い
る
、
と
い
う
単
な
る
事
）
64
（
実
」
を
指
し
、
そ
れ
故
に
人
間
の
み
な
ら
ず
動
物
の
ゾ
ー
エ
ー
、
神
の
ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
こ
と
も

可
能
で
あ
っ
た
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、『
政
治
神
学
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
者
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
を
拡
大
解
釈
し
、
位
相
幾
何
学

的
な
帰
結
を
導
く
。
つ
ま
り
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
、「
主
権
と
は
、
法
権
利
が
生
を
参
照
し
、
法
権
利
自
体
を
宙
吊
り
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
を
法
権
利
に
包
含
す
る
場
と
し
て
の
、
原
初
的
な
構
）
65
（

造
」
で
あ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ガ
ン
ベ

ン
に
お
い
て
、
一
六
世
紀
に
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
に
よ
っ
て
初
め
て
提
起
さ
れ
た
と
い
う
主
権
の
歴
史
性
は
抽
象
化
さ
れ
、
主
権
は
古
代
や

中
世
に
ま
で
適
用
可
能
な
関
係
概
念
へ
と
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
例
外
状
態
と
は
、「
法
が
自
ら
の
停
止
を
つ
う
じ
て
生
け
る
も
の
を
自

ら
の
う
ち
に
包
摂
す
る
さ
い
の
原
初
的
構
）
66
（
造
」
で
あ
り
、
例
外
状
態
に
関
し
て
決
定
を
下
す
主
権
者
は
、
例
外
状
態
の
創
出
を
通
じ
て
人

間
の
生
を
法
権
利
へ
と
書
き
込
む
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
人
間
の
事
実
的
生
で
あ
る
ゾ
ー
エ
ー
は
包
摂
的
排
除
と
い
う
主
権
的
締

め
出
し
関
係
、
す
な
わ
ち
法
秩
序
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
包
摂
さ
れ
る
、
つ
ま
り
関
係
し
な
い
こ
と
で
関
係
さ
れ
る
と
い
う
状

態
に
置
か
れ
、
そ
の
上
で
政
治
的
生
で
あ
る
ビ
オ
ス
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
主
権
権
力
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
変
容
し
た

不
分
明
な
人
間
の
生
こ
そ
が
「
剝
き
出
し
の
生
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
文
脈
で
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
注
目
す
る
の
は
、
古
代
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
犠
牲
化
不
可
能
か
つ
殺
害
可
能
で
あ
る
と
い
う
形

象
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
で
あ
る
。
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
は
主
権
権
力
に
よ
っ
て
原
初
的
に
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
法
的
に
殺
害
可
能

で
あ
る
の
だ
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
ア
レ
ン
ト
の
思
索
を
手
が
か
り
に
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
の
一
例
と
し
て
難
民
を
挙
げ
る
。
人
権
は
遍
く
保
証

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
欺
瞞
は
、
実
際
に
は
国
民
国
家
の
法
的
枠
組
み
に
包
摂
さ
れ
な
け
れ
ば
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

事
態
に
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
別
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
の
一
例
が
収
容
所
の
ユ
ダ
ヤ
人
ら
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
に
制
定
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
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ン
ベ
ル
ク
法
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
そ
の
他
の
非
ア
ー
リ
ア
人
種
は
政
治
的
権
利
を
剝
奪
さ
れ
た
が
故
に
、
強
制
収
容
所
に
お
け
る
凄
惨

な
出
来
事
は
徹
頭
徹
尾
合
法
で
あ
っ
た
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
第
八
テ
ー
ゼ
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
収
容
所
に
お
い
て
例

外
状
態
が
規
則
に
な
っ
て
い
る
と
喝
破
す
る
。
例
外
状
態
は
、
本
来
法
秩
序
の
一
時
的
な
宙
吊
り
で
あ
る
の
だ
が
、
収
容
所
で
は
例
外
状

態
が
常
態
化
す
る
た
め
に
、
全
て
が
可
能
と
な
る
の
だ
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
こ
の
よ
う
な
考
察
を
も
と
に
、「
西
洋
の
生
政
治
的
範
例
は
、

収
容
）
67
（

所
」
で
あ
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
テ
ー
ゼ
へ
と
た
ど
り
着
く
の
で
あ
る
。

　
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
西
洋
の
法
―
政
治
構
造
を
明
る
み
に
出
し
て
い
る
。
主
権
者
は
人
間
の
生
を
原
初
的
に
包
摂
し
、

「
剝
き
出
し
の
生
」
を
生
み
出
す
こ
と
で
ゾ
ー
エ
ー
に
ビ
オ
ス
を
付
与
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
西
洋
の
政
治
は
初
め
か

ら
人
間
の
生
を
そ
の
対
象
と
す
る
生
政
治
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
我
々
は
「
皆
、
潜
在
的
に
は
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
）
68
（
で
」
あ
る
の
だ
。

　
こ
れ
が
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
と
な
る
分
析
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
い
か
に
し
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
こ
の
問
題
へ

の
脱
出
口
を
見
出
す
の
か
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
第
八
テ
ー
ゼ
を
手
が
か
り
に
、「
真
の
例
外
状
態
」

の
創
出
へ
と
取
り
か
か
る
の
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
々
は
政
治
神
学
と
の
関
連
に
お
い
て
主
権
者
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
宿
さ
れ
た
神
学
性
、
カ
テ
コ
ー
ン
の
役
割
を
確

認
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
っ
て
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
『
ス
タ
シ
ス
』
の
第
二

論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
既
に
ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
い
て
世
俗
の
主
権
者
、
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
的
終
末
論
と
の
連
関
で

思
索
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、「（
…
…
）
終
末
論
的
視
点
が
彼
（
ホ
ッ
ブ
ズ
）
に
と
っ
て
完
璧
に
馴
染
み
の

も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
）
69
（

る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
ホ
ッ
ブ
ズ
の
〈
キ
リ
ス
ト
教
的
政
治
〉
に
お
い
て
は
、
国
家
は
い
か
な

る
し
か
た
で
で
あ
れ
、
地
上
の
時
間
の
終
わ
り
を
押
し
と
ど
め
抑
え
る
権
力
と
い
う
機
能
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
）
70
（
い
」
と
、
主
権
者
に
カ

テ
コ
ー
ン
を
み
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
は
異
な
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
神
学
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
の
よ
う
に
展
開
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す
る
の
か
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
第
八
テ
ー
ゼ
に
即
し
て
例
外
状
態
と

接
続
さ
せ
て
い
る
議
論
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
残
り
の
も
の
』
に
他
な
ら
な
い
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
と
い
う
人
類
史
に
お
け
る
特
異
な
出
来
事
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
問
題
、
そ
れ
は
証
言
の
問
題
で
あ
る
。
証
言
の
問
題
と
は
一

体
何
で
あ
る
の
か
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
生
存
者
で
あ
る
プ
リ
ー
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
ら
証
言
者
は
、
あ
る
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、「
証
言
の
う
ち
に
は
欠
落
が
あ
）
71
（

る
」
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
強
制
収
容
所
に
お
い
て
は
、「
回
教

徒
」
と
よ
ば
れ
る
存
在
が
い
た
。「
回
教
徒
」
と
は
、
想
像
を
絶
す
る
過
酷
な
状
況
に
、
人
間
性
と
言
い
表
し
う
る
も
の
全
て
を
失
い
、

非
―
人
間
と
し
て
生
命
を
維
持
し
つ
づ
け
る
だ
け
と
い
う
状
態
に
陥
っ
た
、
非
―
人
間
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
者
の
こ
と
を
指
す
。
非
―

人
間
と
し
て
人
間
で
あ
る
と
い
う
生
の
不
分
明
な
領
域
に
い
る
「
回
教
徒
」
は
剝
き
出
し
の
生
の
一
例
に
他
な
ら
な
い
。
諸
説
あ
る
が
、

そ
う
し
た
者
た
ち
が
寒
さ
と
飢
え
に
よ
っ
て
自
ら
の
身
体
を
抱
き
、
地
面
に
う
ず
く
ま
る
姿
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
祈
り
に
似
て
い
た
た
め

「
回
教
徒
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。「
回
教
徒
」
は
死
ぬ
か
、
仮
に
生
き
て
帰
っ
た
と
し
て
も
証
言
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
レ
ー

ヴ
ィ
ら
証
言
者
は
、
こ
の
「
回
教
徒
」
の
た
め
に
証
言
を
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
回
教
徒
」
こ
そ
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
深

奥
を
見
た
の
で
あ
り
、
生
き
残
っ
て
証
言
す
る
者
は
「
回
教
徒
」
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
証
言
可
能
な
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
こ

に
お
い
て
、
証
言
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
生
じ
る
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
証
言
者
は
、
証
言
不
可
能
な
も
の
の
た
め
に
証
言
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
こ
の
証
言
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

証
言
と
は
、
あ
る
ひ
と
つ
の
潜
在
す
る
能
力
が
語
る
こ
と
の
無
能
力
を
と
お
し
て
現
勢
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
あ
る
ひ
と
つ
の
不
可
能

性
が
話
す
こ
と
の
可
能
性
を
と
お
し
て
現
存
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
運
動
は
、
単
一
の
主
体
、
あ
る
い
は
単
一
の
意
識
の
も
と

に
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
交
流
不
可
能
な
二
つ
の
実
体
に
分
離
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
分
離
不
可
能
な
親
密
性
が
証
言
で
あ
）
72
（

る
。
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ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
証
言
が
そ
の
構
成
的
な
不
可
能
性
に
よ
っ
て
霧
消
す
る
の
で
は
な
く
、
証
言
が
常
に
欠
落
を
孕
ん
だ
も
の
と
し
て
、

証
言
不
可
能
性
を
前
に
し
て
、
成
立
す
る
と
い
う
の
だ
。
生
き
残
っ
て
証
言
す
る
も
の
と
回
教
徒
は
分
離
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に

お
い
て
証
言
が
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
残
り
の
も
の
と
は
、「
死
者
で
も
な
け
れ
ば
、
生
き
残
っ

た
者
で
も
な
く
、
沈
ん
で
し
ま
っ
た
者
で
も
な
け
れ
ば
、
救
い
あ
げ
ら
れ
た
者
で
も
な
く
、
か
れ
ら
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
残
っ
て
い
る
も

の
で
あ
）
73
（

る
」
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
「
残
り
の
も
の
」
が
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
お
い
て
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
へ
と
接
続
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
か
ら
タ
ウ
ベ
ス
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
至
る
ま
で
の
政
治
神
学
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
お
い
て
何

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
神
学
に
よ
っ
て
政
治
を
正
当
化
す
る
の
に
対
し
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は

『
神
学
的
―
政
治
的
断
章
』
に
お
け
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
メ
シ
ア
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
戦
略
を
展
開
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
対
照
的
に
、

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
メ
シ
ア
の
到
来
と
い
う
契
機
に
幸
福
の
理
念
を
見
出
し
、
政
治
神
学
か
ら
の
決
別
を
図
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
政
治

と
神
学
の
分
離
を
目
指
す
メ
シ
ア
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
他
な
ら
な
い
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
ま
さ
に
常
態
化
し
た
例
外
状
態
か
ら
「
真
の
例
外
状

態
」
を
出
現
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
現
代
政
治
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
い
て
メ
シ
ア
到
来
へ
の
道
を
見
出
す
の
で

あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
は
い
か
な
る
内
実
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
述
の
政
治
神
学
者
た
ち
と
同
様
に
、

ア
ガ
ン
ベ
ン
は
パ
ウ
ロ
を
通
し
て
、
メ
シ
ア
を
読
み
解
い
て
い
く
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
『
ス
タ
シ
ス
』
と
同
時
期
に
お
け
る
講
義
を
基
に
公

刊
し
た
『
残
り
の
時
』
に
お
い
て
、
パ
ウ
ロ
の
読
解
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
前
提
と
し
て
キ
リ
ス
ト
と
い
う
ギ
リ
シ
ア

語
は
、
油
を
塗
ら
れ
た
も
の
を
意
味
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
マ
シ
ア
ー
（
メ
シ
ア
）
を
翻
訳
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
た
だ
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
と
い
う
個
人
の
み
に
メ
シ
ア
と
い
う
形
象
を
帰
す
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
け
る
慣
習
で
あ
っ
て
、
文
献
学
的
な
根
拠
は
な
い
と

い
う
点
か
ら
出
発
す
る
。

　
パ
ウ
ロ
に
お
い
て
ま
ず
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
注
目
す
る
の
は
、
メ
シ
ア
的
召
命
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
は
『
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
　
一
』
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に
お
い
て
、「
今
か
ら
は
、
妻
の
あ
る
人
は
な
い
人
の
よ
う
に
、
泣
く
人
は
泣
か
な
い
人
の
よ
う
に
、
喜
ぶ
人
は
喜
ば
な
い
人
の
よ
う

に
）
74
（

」
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
が
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
こ
の
「
で
な
い
も
の
の
よ
う
に
（
ホ
ー
ス
・
メ
ー
）」
に
「
メ
シ
ア
的
生
の
形

式
）
75
（

」
を
み
る
。
岡
田
温
司
に
よ
れ
ば
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
理
解
に
重
要
な
概
念
が
二
つ
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

ひ
と
つ
が
こ
の
ホ
ー
ス
・
メ
ー
な
の
で
あ
）
76
（
る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
と
っ
て
、
メ
シ
ア
的
召
命
と
は
、「
で
な
い
も
の
の
よ
う
に
」
と
い
う
呼

び
か
け
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
「
い
っ
さ
い
の
召
命
の
棄
却
」
な
の
だ
。
何
ら
か
の
具
体
的
な
召
命
で
は
な
く
、
こ
の
メ
シ
ア
的
な
召
命
を

通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
一
切
の
事
実
的
な
召
命
は
棄
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
な
ら
ぬ
こ
の
メ
シ
ア
的
召
命
に
よ
っ
て
、
主
体
は
終
末

の
準
備
へ
と
至
る
こ
と
に
な
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
鍵
概
念
は
「
カ
タ
ル
ゲ
イ
ン
（
働
か
な
く
さ
せ
る
）」
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
の
テ
ク
ス
ト
に

お
い
て
二
二
回
登
場
す
る
こ
の
動
詞
は
、「
働
か
な
く
し
、
機
能
不
全
で
、
も
は
や
作
動
し
て
い
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効

力
）
77
（

を
」
お
よ
ぼ
す
と
い
う
。

　
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
「
メ
シ
ア
の
到
来
が
意
味
す
る
の
は
、（
…
…
）
法
の
完
成
と
法
の
全
面
的
な
消
）
78
（
尽
」
で
あ
る
と
述
べ
る
と
き
、
何
を

意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
メ
シ
ア
的
召
命
に
よ
っ
て
主
権
権
力
を
働
か
な
く
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
生
の
ビ
オ

ス
と
ゾ
ー
エ
ー
へ
の
根
源
的
な
分
割
を
働
か
な
く
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
証
言
の
問
題

に
お
け
る
よ
う
な
、
残
り
の
も
の
こ
そ
が
「
イ
ス
ラ
エ
ル
が
メ
シ
ア
的
な
選
び
な
い
し
は
出
来
事
と
の
関
係
に
お
い
て
引
き
受
け
る
内
容

あ
る
い
は
形
姿
）
79
（

に
」
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
メ
シ
ア
的
召
命
を
通
し
て
、
パ
ウ
ロ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
非
ユ
ダ

ヤ
人
の
分
割
を
働
か
な
く
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
終
末
、
す
な
わ
ち
メ
シ
ア
の
到
来
を
可
能
に
す
る
概
念
こ
そ
が
残
り
の
も
の
な
の
で
あ

る
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、
主
権
的
な
生
の
分
割
を
抽
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ウ
ロ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
非
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
分
割
へ

と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
パ
ウ
ロ
に
よ
る
分
割
を
無
効
に
す
る
残
り
の
も
の
と
い
う
概
念
を
主
権
に
よ
る
生
の
分
割
へ
と
適
用
し
て
い

る
の
だ
。

　
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
政
治
神
学
的
骨
子
と
も
い
え
る
主
権
と
例
外
状
態
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
例
外
状
態
の
布
告
を
通
し
て
主
権
者
に
よ
り
法
秩
序
へ
と
書
き
込
ま
れ
る
人
間
の
生
は
、
ビ
オ
ス
と
ゾ
ー
エ
ー
と
い
う
生
の
分

割
を
経
て
、
剝
き
出
し
の
生
へ
と
変
容
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
分
割
さ
れ
た
残
余
と
し
て
の
剝
き
出
し
の
生
も
ま
た
残
り
の
も
の
な
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
カ
テ
コ
ー
ン
信
仰
へ
の
対
抗
戦
略
を
他
な
ら
ぬ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
か
ら
引

き
出
し
て
い
る
の
だ
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
、「
ど
う
み
て
も
、『
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙
　
二
』
二
章
は
、
権
力
の
〈
キ
リ
ス
ト
教
的

理
論
〉
を
基
礎
づ
け
）
80
（

る
」
よ
う
に
は
み
え
な
い
と
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
皮
肉
っ
て
い
る
。

　
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
が
如
何
に
し
て
政
治
神
学
を
射
程
に
捉
え
つ
つ
、「
二
人
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
」
を
架
橋
し
て
い
る
の
か
、

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
二
人
の
ア
ガ
ン
ベ
ン
」
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
に
お
け
る
断
絶
を
指
摘
す
る
問
題
設
定
で
あ
っ
た
。
西

洋
の
歴
史
を
通
し
て
作
用
し
て
き
た
人
間
の
生
を
補
足
し
ビ
オ
ス
と
ゾ
ー
エ
ー
へ
と
分
割
す
る
主
権
権
力
の
働
き
は
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
分

析
に
よ
れ
ば
、
現
代
政
治
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
例
外
的
な
も
の
か
ら
常
態
化
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
現
代
に
お
け
る
法
権
利
を
剝
奪
さ
れ
、
法
的
に
何
で
も
可
能
と
な
っ
た
グ
ァ
ン
タ
ナ
モ
収
容
所
の
敵
性
捕
虜
な
ど
が
そ
の

一
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
発
点
で
あ
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
理
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的

終
末
論
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
パ
ウ
ロ
の
読
解
を
通
し
て
終
末
の
到
来
を
抑
え
る
も
の
と
し
て
世
俗
の
権
力
を
絶
対
化
す
る

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
対
し
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
同
じ
く
パ
ウ
ロ
の
読
解
を
通
し
て
、
メ
シ
ア
の
到
来
、
す
な
わ
ち
救
済
へ
の
糸
口
を
探
る
。
ア
ガ

ン
ベ
ン
は
、
パ
ウ
ロ
に
お
け
る
残
り
の
も
の
を
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
け
る
証
言
の
問
題
と
接
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
態
化
し

た
例
外
状
態
と
し
て
の
現
代
の
政
治
に
お
い
て
真
の
例
外
状
態
を
見
出
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
故
に
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
と
っ
て
例
外
状
態

は
始
め
か
ら
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
の
理
論
に
他
な
ら
ず
、
例
外
状
態
に
お
い
て
の
み
到
来
す
る
共
同
体
と
い
う
理
念
へ
の
道
が
見
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
構
想
を
出
発
点
と
し
て
タ
ウ
ベ
ス
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
そ
し
て
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
の
よ
う
に
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
へ
の
対
決
を
果
た
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
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冒
頭
に
挙
げ
た
問
題
点
と
し
て
最
後
に
ひ
と
つ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
を
批
判
し
て
い
る
ア
ガ
ン
ベ
ン
も
ま
た
別
種
の
政
治
神
学
に

基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
神
学
を
検
討
す
る
前
に
、
も
う
一
度
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
自
身

最
後
の
著
作
で
あ
る
一
九
七
〇
年
の
『
政
治
神
学
Ⅱ
』
に
お
い
て
、
衰
え
を
感
じ
さ
せ
な
い
筆
致
で
主
張
す
る
。

（
…
…
）
従
来
の
一
神
教
的
政
治
神
学
に
民
主
的
政
治
神
学
が
代
る
と
か
、
従
来
の
反
革
命
的
政
治
神
学
に
革
命
的
政
治
神
学
が
代
る
と
か
と
い
う
こ

と
も
あ
り
え
な
い
。（
…
…
）
脱
神
学
的
・
脱
政
治
化
・
脱
法
律
化
・
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
・
脱
歴
史
化
、
そ
の
他
諸
々
の
脱
・
脱
化
（Ent-

Entung

）
の
行
き
つ
く
先
は
白
紙
状
態
（tabula rasa

）
で
あ
る
。
こ
の
白
紙
状
態
も
さ
ら
に
脱
紙
化
（Ent-tabulisieren

）
さ
れ
、
紙
と
と
も
に
消

失
し
て
し
ま
）
81
（

う
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
最
後
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
的
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
で
あ
り
続
け
た
。
カ
テ
コ
ー
ン
と
し
て
の
歴
史
解
釈
を
抱
き
続
け
、
神
学

に
依
拠
し
政
治
を
構
想
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
政
治
の
脱
神
学
化
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
傾
注
に
値
す

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
戦
略
も
ま
た
政
治
神
学
を
脱
神
学
化
す
る
の
で
は
な
く
、
別
の
神
学
に
基
づ
い
て
政
治
を
構
想
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
コ
ル
ビ
ー
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
は
、『
到
来
す
る
共
同
体
』
に
お
い
て
顕
著
な
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
幸
福
の
理
念
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
想
が
汎
神
論
へ
と
接
近
し
て
い
る
と
指
摘
す
）
82
（
る
。
こ
の
指
摘
は
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
倫
理
と
は
（
…
…
）
ス

ピ
ノ
ザ
が
よ
く
理
解
し
て
い
た
よ
う
に
、
幸
福
な
生
の
教
え
で
あ
）
83
（
る
」
と
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
述
べ
る
時
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
ド
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
政
治
が
神
学
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
と
同
じ
ほ
ど
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
お
い
て
も
ま
た
幸
福
な
生
、
あ
る
い
は
世
界
の
善
性
と

い
う
信
仰
が
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
神
学
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
は
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
シ
リ
ー
ズ
最
終
章
の
『
身
体
の
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使
用
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
…
…
）
倫
理
学
と
存
在
論
が
特
異
な
収
縮
を
起
こ
し
て
、
正
義
は
徳
と
し
て
で
は
な
く
、〈
世
界
の
状
態
〉
と
し
て
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
為

で
は
な
く
て
、
現
実
に
存
在
す
る
も
の
そ
の
も
の
に
対
応
す
る
倫
理
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
）
84
（
だ
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
着
想
を
得
な
が
ら
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
が
こ
こ
で
詳
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
世
界
そ

の
も
の
の
善
性
な
の
で
あ
る
。
こ
の
信
仰
こ
そ
が
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
調
低
音
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
故
に
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
と
異
な
り
世
俗
の
秩
序
を
確
立
す
る
必
要
も
な
く
、
メ
シ
ア
の
到
来
を
待
望
す
る
こ
と
が
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
と
っ
て
可
能
な
の
で
あ

る
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
こ
の
汎
神
論
的
政
治
神
学
は
重
要
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
ラ
ク
ラ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
思
想

家
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
）
85
（
が
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
神
学
は
「
政
治
」
そ
の
も
の
を
消
尽
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
政
治
と
い
う
場
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
め
ぐ
っ
て
の
言
説
の
応
酬
や
、
合
意
形
成
を
目
指
し
た
熟
議
と
い
っ
た
「
政
治
」
の

可
能
性
は
度
外
視
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
思
索
が
、
政
治
と
い
う
営
み
の
例
外
的
な
側
面
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
帰
結
は
既
存
の
政
治
理
論
に
と
っ
て
産
湯
と
と
も
に
赤
子
を
流
す
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
一
神
教
的
政
治
神
学
か
ら
汎
神
論
的
な
そ
れ
へ
の
改
宗
に
重
要
な
理
論

的
意
義
を
認
め
て
い
る
論
者
も
い
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
86
（

い
。
本
論
で
は
、
も
は
や
こ
う
し
た
議
論
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
政
治
理
論
に
関
す
る
研
究
が
促
進
さ
れ
、
研
究
が
深
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
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五
　
結
　
論

　
本
論
で
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
構
想
を
再
構
成
し
、
こ
れ
ま
で
注
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ

ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
狙
い
に
据
え
る
政
治
と
神
学
と
い
う
問
題
の
核
心
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
も
ま
た

神
学
な
し
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
へ
と
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
一
神
教
か
ら
汎
神
論
へ
の
改
宗
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
本
論
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
構
想
と
ア
ガ
ン
ベ
ン
の
ホ
モ
・
サ
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ク
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。
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ら
れ
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光
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シ
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Ⅰ
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